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+

月

の

ケ

ラ

ヴ

行

事

は

、

・
・、
ず

二

H

の

南

ベ

ト

ナ

ム

へ
心
進

派

仏

教

徒

ア

ン

ヶ

ア

ン

寺

派

の

指

道
翌
臼
チ

ェ

ン

・
ミ

.
〆
師

↓

記

者

会
見

で

は

じ

ま

っ
た
.

僧

衣

で
身

を

ま
と

っ
た
チ

ェ
ン

・
ミ

ン
師

の
切

々

た
る
平
和

へ
の
賄
…切
已
は
、

参
ム
耳
者

の
心
々
】打

っ
夷
」
よ

・リ
だ

っ
昏
」
9

翌

一二
日

に

は
中

米

か

ら

の
切
一

の
ゲ

ス
ト

と

し

て
、
エ
ル
。
サ

ψ
パ
ド

ル
の

ザ

ン
チ

ェ
ス
大

統
領

の
記
者
会

見

.、
卜
乱

日

に
は
服
L食

ム
A
の
ゲ

ス
k
・と

し

て
愛

知
破
,

細

を
迎

え
、

当

面
す

る
外
交

の
諸

問

題
を

聞

い
た
が

、

首

相
と
と

も

に
渡

恥

す

る
直

前

だ

り
た

だ
け

に
、
会

員
参
加

七
十

二
各

を
数

え
、

繊

維

問

題
等

に

つ

い
て
鋭

い
質

周
が
相

つ

い
だ

。
ま
た
新

閏

週
間

中

の
二

十

.
一
目

に

は
、
会

員
討

論
会

と
懇

親

会
を

催

し
た
、.
噌討
論
会

は

「
マ
ス

コ
ミ
を

語

る

.
ー

明

口

の
記
者

像
を
中

心

に

「
と

い
う

テ
ー

マ
で

、
新

聞

、
通

信
、
放

送

か
ら
五

人

の
デ

ス

ク
級

の
中

堅

記
者

の
発

言

と
、

加
行

は
約

六

レ
名

で
あ

↓.ト
ロ
多

く

は
な
か

コ
た

が

、
拙
.力
代
志久
弩
目な

レ
正
巨
脳
匡臼
か
ら

局

長

、
部

.長

、
若

手
記

者

主

で

か

一
堂

に

ん
試
し

が
丶「

}
つ
の
子
ー

∵
で
翫
叩
り
へ
U
う
と

い
う
機

会

が
少
な

い
だ

け

に
、

記
者

ク
ラ

ザ

問

題

や
、
取

材

の
あ

O
方

(仙
ど

の
問
題

提

起

が

あ

り
.
内
容

の
充

実

し

た
活
発
な

会

合

に

な

q
た
。
懇
親

会

は
案

外

に
参

加

者

が

少

な
く

約

五
十

名

。

席

上

ウ

・
タ

日
叡
記
者
ン
ラ
ブ
会

員
数

十

]
刀

「
B
現
在

=疇短1、クト析:ま、望チ」尋`fc会

充
実

し
て
い
た
会
員
討
論
会

社
長
か
ら
若
手
記
者
ま

で
の
週
間
行
事

新

聞

学

会

会

長

千

葉

雄

次

郎

、

シ

ヵ

ゴ

・

ト

リ

ビ

ユ

ー

ン

の
ジ

ニ

ー

ム

ソ

ン
両

氏

か

ら

の

第

三

音

発

言

を

中

心

に

し

て

、

司

会

の

人

江

徳

郎

氏

(
T

B

S

∴

ユ
ー

ス

キ

ぐ

ス

々

1

)

が

参

加

ヘ
ー.会

員

に

討

論

の

場

を

ひ

ろ
、げ

る

と

い
・つ
形

一㍗
、
行

な

わ

れ

た

参

第9号
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会

員

社

会

員

数

一
四

一
祉

九

り
五
人

果
京

都

「

代

田

区

内

孝

町

一
ノ

一
ノ

一

帝

田

ホ

テ

ル
東

館

〒

陶

日

本

記

者

ク

ラ

ブ

発

行

じ

活

到

1

.
六

.
三

～

..一

.し

=

弸

ー

.

.

一

一

内

線

尾
儿
一.二

ン
ト
国
連
事

務
総

長

か
ら
送
ら

れ
て
き

た

国
連
年
鑑
、
統

計

年

鑑

、

人

凵
年

鑑

が
駐

冂
国
連
代
表

の
ケ

ン
ザ

ー
氏

か
ら
原

理
事

.長

に
贈
呈
さ

れ
た

..
そ

れ

に
対

し
て
、

タ

ン
ザ

ー
氏
が
十
月

「
杯

で
離
任

し
て
帰

国

す

る
た
め
、

原
理

事

長

か

ら
記
念

品

を
贈

コ

、
そ

の
労

を

ね
ぞ
」
ら

っ
た
.、
記
膏

ク

ラ

ブ

の
活
動

の
中

で
、

ウ

・
ゲ

ン
ト
事

務

総

長

は
じ

め
国
連

の
各

種
機

関
代
表

の
記

者

会

見

が
活
気

を
与

え

て
…
、た
が
、
そ

れ

は

タ

ン
ベ

ー
氏

の
貢

獣

に

辷
る
も

の
だ

り
た

か

ら
た

.
レ・㌧
∴
に

ニ
レ

・へ
口
に
は
、

ア
メ

リ

カ

の
未
来
学

者

テ

宇

ス

・
E

・
ボ

ー

ウ

デ

で
ン
ゲ
氏

の
話

L

を

聞
く
へ云
が
開

か

恥

た
.

コ
ロ
ラ
ド
た

学

教

授

の
・小
:

ウ
デ

r

ン
グ
爪氏
↓
、
誰
葺

り子
・怎
鴇

叡

し
'L
た
田
心
相
心
家

で

も

あ
ー-
、
共

同

通

信

祉

の
論

説
委
員

岸

本

康

氏

の
質
問

に
答

え

る
形

で
、

“
文

明

後

汢

会
”

の
閻
題

や
、
現

代
襁
会

が
国

糸

的
同
質
化
書

向

に
あ
り
・
変
化

の
中

酬

ら
進
欺

か
生
裏
れ

る

と

い
う
原

理
に
背

反

ナ

.Φ
お
.て
船

の
あ

る

こ
と
を
指
摘

、
ま

た

青

年

群

を
高
佼

や
大

学

に
よ

「
て
、

一
般

(1)
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社
会

か
ら
隔
離
す
る
こ
と

の
危
険
を
指
摘

す

る
な
ど
、
参
加
者

の
質

問

に
も
こ
た
え

て
二
時
間
半
も
含
蓄

の
多

い
座
談
を

つ
づ

け

た
。
お
そ
ら
く
ボ
ー

ル
デ

ィ
ン
グ
氏

の

在

日
中

の
最
も
実

の
あ
る
会
見

だ

っ
た
と

思

わ
れ
る
。

三
十
日
に
は
国
連
総
ム
諏
の
帰
途
訪
日
し

た
カ
ン
ボ
ジ

ャ
元
首
チ

ェ
ン

・
ヘ
ン
氏
の

記
者
会
見
が
行
な
わ
れ
た
。
閣
僚

三
名
を

含

む
十

一
人

の
随
員
と
と
も

に
現
わ
れ
た

チ

ェ
ン

・
ヘ
ン
氏
は
、
も

っ
ぱ
ら
質
問
に

答

え
る
形
式

の
会
見

に
応

じ
、
四
十
人
の

会
員

の
質
問
に
対
し
て
、

一
々
卒
直
な
意

見
を
述

べ
た
。

そ
の
た
め

一
時
間

の
予
定

時
間

が
二
十
分
も
超
過

し
た
が
、
元
首
は

会
見
終
r
後
、
参
会

の
全
員

と
握
手
を
か

わ
し
て
会
場
を
去

っ
た
。

一
方
映
画

の
試
写
会

は
黒
沢
明
監
轡

の

】
ど

で
す

か
で
ん
」
(
十
四
目
)
が
好
評
で

そ

の
他
松
竹

・
山
田
洋
次
監
督

の
「
家
族
」

(
十

九
目
)
、
東
宝

・
新
藤
兼
入
監

督

の

噺
裸

の
十
九
歳
」
(
二
十
六
日
)
が
次
々
に

行

な
わ
れ

て
、
会
員

の
足
を
豊
mめ
た
。

記
者

ク
ラ
ブ
も
十

一
日
〃
一
日

で
創
立
か

ら

一
年
を
迎

え
る
。

そ
の
た
め
決
算
、
役

員
改
選

の
総
会
を
十
二
月
十
日

に
催
す
予

定

で
、
ま
た
当
日
は
忘
年
会
を
兼

ね

一
年

呪

賀
パ
ー
テ
ィ
ー
を
計
画
中

で
あ
る
。

崎
谷

冨
田

宮
崎

(
登
録
ク
ラ
ブ
員
)

哲
夫

東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
参
与

和
男

ラ
ジ
オ
関
東
報
道
部
長

久
夫

目
本
震
裳
新
聞
社
編
槧
局
長
兼

論
説
委
員
室
長

新

聞
週
間
記
念

行

事

「
マ
ス

コ
ミ
を

語

る
.一
討
論

会

の
す

す

め

方

に

つ
い
て
討

議

し

た
結
果
、
外
部

の
識

者

と
し
て
千
葉

雄

次

郎

目
本
新
聞
学

会

会

長

、

サ
ミ

ュ
エ
ル

・
ジ

ユ
ー

ム
ソ

ン

・
シ

カ
ゴ

・
ト
リ
ビ

ユ

ン
東

京
特
派

員
を
加

え

る

こ

と
、

司

会

は
、

入

江
徳
郎

氏

に
依

頼

す
る
こ
と
を
決

定

し
た
、
な
お
発

言

者

の
中

堅
、
第

一
線

記
者

は
五
入
程
度

と

し

、
各

自
五
分

ぐ

ら

い
ず

つ
、
冒
頭

に
意

見

を
述

べ
て
も

ら
う

こ

と
な
ど
を
決
定

し

た

。
な

お
十

一
月

の

プ

レ

ス

・
ラ

ン
チ

]

ン
の
ゲ

ス
ト
と

し
て

襭

田
蔵
相

、
田
中

自

民

党

幹
事
長
、

訪
中

す

る
藤
山
愛

一
郎

氏

な

ど

の
名
が
あ

が

っ

た
が
、
内

閣
改
造

そ

の
他

政
局

の
変

動

が

予

想

さ

れ
る
の
で

、
強

い
て
決
定

せ
ず

、

清

勢

の
成

り
行

き

を

み

て
決
定
す

る

こ
と

に
し
た

会
員
の
異
動

-
1
,、
,

入

会

山
口

樋
川

見
谷

宰
田

河
崎

竹
内

虔
牽
雄博

皓
二斎

理

一

野
田

黎
二

今
村
新
之
助

退

会

久
保
清

一
郎

三
神

正
人

一フ
“ン
オ
関
東
報
嚇迴
部
課
長

東
京

12
チ
ャ
ン
ネ
ル
制
作
局
報

道
部
副
部
長

野
田
経
済
研
究
所
主
幹

読
売
新
聞
社
社
会
部

〃

渉
外
部

内
外
タ
イ
ム
ス
社
編
集
局
次
長

毎
日
新
聞
西
部
本
社
編
集
局
長

口
本
放
送
協
会
報
道
局
慂
信
部

口
本
放
送
協
会
報
道
局
政
治
部

読
売
新
聞
祉
社
会
部
長

犬
養

康
彦

滝
沢

国
夫

高
野

悠

宮
武

章
三

小
倉

貞
男

坂
田

源
吾

真
島
栄

一
郎

大
橋

興
山

〃

社
会
部
副
部
長

〃

通
信
部
長

読
売
新
聞
社
祉
会
部
主
任

読
売
新
聞
大
阪
本
社
編
集
局
.長

読
売
新
聞
社
解
説
部
長

北
海
道
新
聞
東
京
支
袿
社
会
部

次
長

読
売
新
聞
北
海
道
支
社
編
集
部長

共
同
通
信
社
社
会
部
次
長

会

員
社
住

居

移
転

長
崎
新
聞
社

東
京
都
中
央
区
銀
座
八
の
九

の

一
六

長
崎

セ
ン
タ
ー
ビ

ル

新
着

購

入
図

書

マ
ッ
ケ
ー
グ

人
間
管
理

(
T

・
H

・
マ
ッ
ケ
ー

グ
著
)

未
来

の
衝
撃

(
A

・
ト
フ
ラ
ー
著
)

情
報
人
間

の
時
代

(菊
地
誠
著
)

い
ち
ご
白
書

(
ジ

ェ
ー
ム
ズ

・
ク
ネ

ン
著
)

初
め
に
大
悲
あ
り

(秋
月
龍
珱
著
)

新
選
挙
制
度
論

(
金
丸
三
郎
著
)

日
本
放
送
年
鑑

一
九
六
九
年
度
版

(
日
本
民
間
放
送
連
盟

よ
り
寄
贈
)

一
億

の
生
命

は
誰
が
守
る
か

(
西
日
本
新
聞
社
よ
り
寄
贈
)

森
丘

秀
雄

鈴
木

義
光

富
重

静
雄

河
本

弘

第
15
回
企
画
委
員
会

(削
月
畑
裂

虐

叢

4
)

江
刺
銀
量
明

内
外
タ
イ
ム
ス
社
編
集
局

藤
原

剛

毎
日
新
聞
社
外
信
部
副
部
長

田
辺

呂
雄

口
本
放
送
協
会
報
道
局
政
治
部

主
管

石
田

端

〃

〃

副
部
長

小
八
璽
順

一
郎

日
木
放
送
協
会
報
道
局
政
治部

役
職
変
更

西
川
外
次
郎

石
川

信

北
国
新
聞
東
京
支
祉
報
道
部
長

東
京

ニ
ュ
ー
ス
通
信
社
.取
材
部長

ラ
ジ
オ
関
東
経
営
躍
進
本
部
付

局
次
長

口
木
教
育
テ
レ
ビ
報
軸廻
局
長
代理

毎
日
新
聞
西
部
本
社
編
集
局
長

日
本
教
育
新
聞
取
締
役
主
筆
編

集
局
長

浅
沼

克
良

野
田
経
済
研
究
所
編
集
局
長

俘
藤

敦

北
海
道
新
聞
東
京
支
社
社
会
部
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ワ
シ

ン
ト

ン
の

ナ

シ

ヨ
ナ

ル

・
プ

レ

ス

・
ク

ラ
ブ

を
よ
く
知

っ
て

い
る
人
な
ら
、

マ

ニ
ラ

の
オ
ー
バ

シ
ー

ズ

・
プ

レ
ス

・
ク

ラ

ブ

が

ど
ん
な
も

の

か
を

想
像

す

る
こ
と

は
容

易

だ
、
そ
れ

と

い

う

の
は
、

こ
の

オ

ー

バ

シ
ー
ズ

・
プ

レ

ス

・
ク

ラ
ブ

(
略

し

て

M
O

P
C
と
呼

ん

で

い
る
)
が
、
米
国

の
ナ

シ

ヨ
ナ
ル

・
プ

レ

ス

・
ク
ラ
ブ

の
規

模

と
内

容
を
ぐ

っ
と

小

さ

く

し
た
も

の
で

あ

る

か
ら

だ
。

フ

ィ
リ
ピ
ン
に
は
、

M
O

P
C

の
ほ
か

に
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
国
内

の
新

聞

、
放
送

、

雑

誌

等

を
中
心

に
し

た

組

織

が
あ

る
。

M

O

P

C

と

の
違

い
は

、

晶剛
者

が
在
比
外

国

報

道

関

係
者
を
有

力

な

メ

ン

バ
ー
に
持

っ

て

い

る
点

に
あ

る
。

在

比

二
年
余

の
間

た

だ

一
人

の
常
駐

日

本

人
特

派
員

と
し

て

の

M

O

P
C

の
思

い

出

は
深

い
。

そ
れ

は
M

O

P
C
を
通
じ

て

と

い
う
よ
り

は
、

M

O

P
C
が

ブ

イ

リ
ピ

ン

の
報
道
言
論
…界

の
組

織
活
動

の
実

態

を

生

々
し
く
教

え

て
く

れ

た
か
ら
だ
。

フ
ィ
リ
ピ

ン
史

上

で
初

め
て
再

選

の
栄

誉

を
か
ち
え

た

マ

ル

コ
ス
大
統
領

は

一
政

府

を
う
こ
か

し

て

い

る

の
は
プ

レ

ス
だ
」

と
述

べ
て

い
る
。

こ

れ

は

マ
ル

コ
ス

}
流

の
誇

張
と
も

と

れ

る

が
、
全

く
ウ

ソ

で

も

な

い
。

フ
ィ
リ

ピ

ン
言
論

界

の

エ
リ

ー

ト

と

い
う

の
は
だ

い

た

い
二
十
数
名

、

こ
う

い

っ
た
入
達

の
殆

ん

ど
が
M
O
P
C

の
代

表

的

メ

ン
バ
ー

で
あ

る
、

昼
食
事

ま

た

は

夕

食
後
、
彼
等

は

M

O
P
C
に
顔

を

み

せ

る
、
政
府

の
高

官

連

、
政

治
、
経

済

、

法

曹

界

の
指
導
者

達

、

ま

た
在
比
外
国

公
館

と

か
報
道
機

関

関

係

者

も
毎
日

の
よ

う

に

あ

ら
わ
れ

る
。

こ
の
言
論

界

の

エ
リ
r

ト
た
ち

は
、

大

統

領
官
邸

で
あ

る

マ

ラ

カ

ニ
ア
ン
宮

殿

を

マ
ニ
ラ

M
O
P
C

の

思

い

出
林

祐

次

(時
塵
通

ー
社
)

鑞
飜
韃

攤

叢
灘

始
め
政
府

枢
要
部
門

へ
の
立
ち
入

り
は
自

山
、
し
か
し
正
式

の
記
者
会
見

に
は
全
く

と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
顔
を
み
せ
な

い
。
彼

等
は
政
府
高
官

の
主
張
を
き
く
が
、
き
く

だ
け
で
な
く
勧
告
と
か
助
言
を
す

る
。
そ

う

い
っ
た

や
り
と
り
が
、
そ
の
場

で
片
付

か
な

い
時
、

そ

の
延
長
が
M
O

P
C

の
昼

め
し
ま
た
は
ク
食
と
な
る
。
翌
日

の
新
聞

に
は
、

そ

の
内
容
が
彼
等

の
受
持

つ
コ
ラ

ム
に
出

る
。

M
O
P
C

へ
行

っ
て
み
る
と
、

フ
で
リ

ピ
ン
の
報
道
界

が

い
か
に
自
由
を
楽

ん
で

い
る
か
が

よ
く
わ
か
る
。

こ
の
自
由

は
も

ち
ろ
ん
戦
後

の
所
産
、

こ
う
し
た
自

由
の

中
に
お
か
れ

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
言
論

界
が

も

つ
影
響

力
が
大
き

い
。
時

と
し

て
ほ
こ

わ

い
と

い

っ
た
表
現
を
使

っ
た
方

が
実
感

が
伴
う
。

M
O
P
C
の
大
き
な
思

い
出

の

【
つ
と

し
て
と
く
に
印
象
的
で
あ

っ
た
実

例
を
紹
介

し
て
お

こ
う
。
フ
ィ
リ

ピ

ン
と

い
う
と
不
正
汚
職
を
す
ぐ
に
思

い
出
す
人

が
多

い
。

一
九
六
八
年

の
三
月
と
記
憶
し

て
い
る
が
、

マ
ル
コ
ス
大
統
領

は

じ
め
政

府
責
任
者

達

が
、
深
刻
化
し

つ
つ
あ

っ
た

諸
犯
罪

の
防

止
に
努
力
と
熱
意

を
欠

い
て

い
る
の
に
業

を

に
や
し
た
六

つ
の
主
要
日

刊
紙

の
代

表
達
が
立
ち
上

っ
た

こ
と
が
あ

っ
た
。
異

例

な
朝
食
会
と

い
っ
た
形

で
、

そ

の
会
議
が
開

か
れ
た
の
が
M
O
P
C
で

あ

っ
た
。
考
え
方
と
肌
色

が
違

い
、

い
が

み
合

い
の
強

い
新
聞
社

の
社

主
.
編
集
首

脳
陣

が
、

そ
の
力
を
プ
ー

ル
し
よ
う
と
い

う
動
き

は
全
く
の
驚
き

で
あ

っ
た
。
こ
の

大
評
定

の
結
果
が
六
紙
共
通

の
社
説
と
な

り
、

一
面

ト

ッ
プ
と

い
う

扱

い

と

な

っ

た
。

イ

ン
フ
ラ

ス
ト
ラ

ッ
ク
チ

ユ
ア
の
分

野

で
あ
げ

た
大
統
領

の
業

績
は
偉
大
で
あ

る
と
賞

め
あ
げ
た
あ
と
、

こ

の

社

説

は

「
現
在

の
無
秩
序

の
中

か
ら
秩
序
を
取
り

戻
す
手
段

と
権
限
を
持

っ
て

い
る
の
は
貴

下

で
,
貴
下

の
み
が

こ
の
手
段
・と
権
限
を

行
使

で
き

る

一
と
大
統
領

に
即
時
行
動
に

出

る

こ
と
を
迫

っ
て
。
そ

の
結
果
真
先

に

η、
ニ
ラ
市
警

の
署
長

の
首
が
飛
び
、
大
統

領

と
言
論
界

の
代
表
か
ら
な

る
平
和
と
秩

序

の
委
.員
会
が
出
現
し
た
。

こ
の
時

の
主
要
日
刊
紙
が
と

っ
た
行
動

は
確

か

に
も

の
を
い
っ
た
。
同
時
に
新
聞

恐
る

べ
し
と

い
う
考
え
が
頭

の
中
に
飛
び

こ
ん
で
き
た
..
そ
れ
は
新
聞

は
ど

の
程
度

ま
で

こ
の
自
由

の
行
使
を
許

さ

れ

る

の

か
、
政
府

へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
と

い
う
限
界

を
超
え
干
与
、
参
加
の
領
域

ま
で
入
る
べ

き
か
ど
う

か
と
い
う
点

に
心
が
は
せ
た
か

ら
で
あ

っ
た
。

(3)
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1会攤 鋼
権

威

あ
る
ク

ラ
ブ

は
会
員

の
手

で

前

田

源

一
郎

わ

が

口

本

」♂
…p辞
凵
7

つ

プ

の

名

士
尸
一は
、

二

の

壬

一
ろ

・ト

ミ

に

高

玄

卩
 .、
い

る
評、

-..一く

に

げ

醇

期

間

中

は

、

来

口

し

た

大

物

ハ

比

同

会

見

で

、

わ

れ

わ

れ

専

門

紙

が

た

い

」
-

紙

直

を

飾

り

申
函
者

か

「

好

…評

を
ご
・ー
け

た

協

会

に

加

盟

し

て

い

な

が

ら

、

出

先

の

ヶ

ラ

ゴ

で

は

専

門

紙

と

.
般

紙

の

区

別

.か

あ

り

、

大

臣

の

紀

者

八
.み
見

な

ビ

に

入

れ

・な

い

場

へ
卩
が

多

く

、

と

く

に

先

般

来

日

本

に

や

「
て

蕩
、」
た

V

I

P

に

は

、

会

い

た

く

一
丶

も

会

え

る

機

会

が

な

か

り

た

.、

そ

れ

を

ヶ

ラ

ヴ

一、」
救

”
'
、
-も
.ら

リ
・に

レ
 
い

勹

副
、

ト淑

い

原

理

車
丁
長

ほ

か

企

画

委

口貝
都
囲
氏

に

心

か

ら

お

糺

申

し

上

げ

、

併

せ

て

今

後

と

も

ど

ん

ど

ん

よ

い

企

、画

を

、

お

願

い

す

る

次

第

で

ナ

.

と

こ

ろ

が

痔

と

L

て

、

デ

ス

ト

側

が

七

、

八

名

も

き

て

い

る

の

に

、

.取

材

側

が

十

名

ソ.て
こ

そ

こ

と

い

う

こ

と

が

あ

る

。

こ

ん

た

時

は

同

性

の

よ

し

み

か

…

…

前

田

氏

か

ら

狩

り

出

さ

れ

る

..
嘱

務

局

の

苦

労

を

旧
ひ
う

と

、

ほ

か

の

ヘ
ム
A
9
乞

断

…
っ

て

も

顔

、を

出

し

て

い

る

が

、

せ

り

か

く

μ
,居

な

.か

ら

「”

に

し

て

情

報

'..え

ら

れ

る

の

に

、

ビ

う
・
し

'
、
参

加

者

が

少

な

」、℃
の

か

、

首

苧
.か

し

げ

て

い

る

、

行

事

の

な

い

H

の

利

川

状

況

も

い

亠广∴

環

…

…

ら

L

い

た

い

に

ヶ

ラ

ヴ

を

利

用

L

ぜ
、
、

内

壕

に

誇

」
.
う

・勺
、

権

威

あ

る

ケ

ラ

ヴ

に

、

自

分

の

手

一,・
育

.匿.、

て

行

こ

う

事

鍔

局

の

皆

・.、㎞
ん

、

ご

博

労

さ

ん

〔引
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3
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1
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い
た

力

で
、

こ
の
ト
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十

二
日
粘

聞
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間

記

念
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席
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ク
ラ
ブ

の
理
事

会

で
、

ク
ラ
ブ

の
成

否

は

い

つ
に
企
画
委

員

会

の
活
動

に
か
か

っ

て

い
る
、
な
ど

と

お
ど

か
さ
れ

て
以
来

、

頭

の
痛

い
こ
と

だ

と
思

っ
て

い
た
、

し

か

し
、

万
国
博
開

催

期

に
当

た

っ
て
い
た

こ

と

と
、
日
本
新

聞

界

が
多

年
願
望

し

て

い

た

ク
ラ
ブ

の
誕

生

と

い
う

こ
と
で
会

員
各

位

が
予
想
外

に
協

力

を

惜

し
ま
な

か

っ
た

こ
と
な
ど
が
幸

い
し

て
、

ま
ず
束
ず
滑

り

出

し

の

↓
年

と

し

て

は
、

う
ま
く
運
営

さ

れ

た

の
で
は
な

い

か
と
考

え
て

い
る
。

も

ち
ろ
ん
、
帝

国

ホ

テ

ル
新
本
館

か
ら

六

月

に
東
館

(
旧
第

二
新

館

)
に
移

っ
て
、

倍

近

く
広
く
な

っ
た

と

は

い
え
ク
ラ

ブ

・

ル
ー

ム
も
六
五

・
五
坪

し

か
な

い
。
外

入

記
者

ク
ラ
ブ

の
規

模

に
も

、

な
お
ほ

ど
遠

い
。
だ
が
、
だ
ん
だ

ん
利

用
者

も

ふ
え

る
傾

向

に
あ

り
、
会
議

室

な

ど

の
利

用

も

か
な

り
あ

る
よ
う
な

の

で
、

将

来

の
記
者
会

館

建

設

の
準
備
運
動

と

し

て

は
、

か
な
り

有

効

な
役
割

り

も
果

た

し

て
い
る
と

患
う

。

企
画
委
員

会

の
第

「
の
仕

事

は
、

来

日

ゲ

ス
ト
を
迎

え

て

の
昼

食
会

や
記

者

会

見

の
ア

レ
ン
ジ

だ
が

、

前

に
も
書

い
た
と

お

り
、

万
博

関
係

で
ゲ

ス
ト

は
多

く
、

む

し

ろ
取
捨

選
択

に
頭

を
痛

め

る
ほ
ど

で
あ

つ

た
。

ま
た
事
務

局

の
宣

伝

も
、
新

聞

協

会

や
関
係
官
庁

記

者

ク

ラ
ブ

の
協

力

と
相

ま

っ
て
、

か
な

り
行

き

届

い
た

の
で
、

売

り

込

み
も
殺
到

し

て
、

四

人

し
か

い
な

い
事

務

局

に
悲
鳴

を

あ
げ

さ

せ

る

ほ

ど

だ

っ

た
.ま

た
、

問
題

だ

っ
た
外

人
記
者

ク

ラ
ブ

と

の
調
整
問

題

も

、
意

外

と

ス
ム
ー

ス
に

運

ん
だ

の
は
う

れ

し
か

っ
た
。

わ
れ
わ
れ

が

い
ち
ば

ん
心
配

だ

っ
た

の

は
、

ク
ラ
ブ
行

事

の
際

の
出
席
会

員
数

の

事

前

は
握

だ

っ
た

。

ク

ラ
ブ

・
ル

ー

ム
が

狭

く
、
設
備

も

な

い

の

で
、
多

人
数

が

予

定

さ
れ
る
際

に

は
、

ま

ず
会
場

の
手
当

を

着
席
は
前
列
か
ら

報

告

匂

小
さ
く
て
も
紙
面
羯
載
を

お

願

か

企
画
委
員
長

高

田

秀

二

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
食
事
や

お
茶

の

数
量
予
測
も

こ
れ
と
関
連

し
て
く
る
。

四
月

の
佐
藤
首
相
を
囲
ん
だ
昼
食
会
は

会
員

=

ハ
○
名
。
国
連
ウ

・
タ

ン
ト
事
務

総
長

の
記
者
会
見
は
そ
れ
を
上
回

る
会
員

の
参
加

が
あ

っ
た
が
、

こ
れ
ら
を
最
高
と

し
て
、

ど
ん
な
記
者
会

見
で
も
三
〇
名
程

度

は
集

ま

っ
て
も
ら
え
る
と

い
う
実
績
が

川
来
て
き
た

の
で
、

こ
の
面

で
企
画
委
も

ホ

ッ
と

し
て
い
る
。

た
だ
、

こ
れ
は
売
り
込
み

の
会
見
に
多

い
の
だ
が
、

せ

っ
か
く
記
者
会

見
を
し
た

の
に
、
翌
日

の
紙
面
に
は

一
行

も
報
道

さ

れ
な

い
と
歎

か
れ
る
こ
と
だ
。
内
容
次
第

で
は
是
非

も
な

い
と
思
う
が
、

で
き
れ
ば

ヨ
チ

ヨ
チ
歩
き

の
ク
ラ
ブ

の
た

め
に
、
宣

伝

の
意
味
合

い
か
ら
加
入
各
祉

が
無
理
し

て
で
も
紙
面
掲
載

し
て
い
た
だ
け
る
と
、

非
常

に
助

か
る
。

と
に
か
く
会
館
建
設
ま
で
は
現
状
以
上

の
魅
力
あ
る
施
設
は
望
め
な
い
と
思
う
の

で
、

ク
ラ
ブ

の
存
在
を
示
す
上
で
、
会
員

各
位

の
努
力

を
お
願

い
す

る
し
か
な
い
.

好
評
だ

っ
た
の
は
、
映
画

の
試
写
会

の

企
両

だ

っ
た
。
芸
能
関
係

は
別
と
し
て
、

案
外
記
者

と
い
う
人
種
は
映
画
な
ど
見

て

い
な
い
ら
し
く
、

こ
ん
な
機
会
が
利
用
さ

れ
る
ら
し

い
。
事
務
局
の
春
原
氏
や

二
人

一
日譱

舞

殆繍

轄

峡

会
員
証
を
ネ
ー
ム
カ
ー
ド

と
し
て
胸
に

つ

け

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
会

員
相
互

の
親
睦
の
た
め
と
、

V
I
P
ゲ

ス

ト

の
場
ム
ロ
、
入
場
者
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
護

衛

の
た
め
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
も

っ
て

お
り
ま
す
。
会
員
証
を
胸

に

つ
け
る
ケ
ー

ス
は
会
合
の
つ
ど
受
け

つ
け

で
お
貸
し
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
証
を
お
忘
れ
な

く
ご
持
参
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま

す
。

の
お
嬢

さ

ん
な
ど

『
呼

ぴ

屋

み

た

い
で
す

よ
』

と

苦
笑

し

て
い
た

が
、

今

後

も

こ
う

し

た
催

し

は
続
け

た

い
。

固

い

も

の

で

も

、
柔

ら

か
い
も

の
で
も

、

い
い
プ

ラ

ン

が

あ

っ
た
ら
、
ど

し
ど

し
企

画

委
あ

て
に

教

え

て

い
た
だ
き

た

い
。

最

後

に
、

こ
れ

は
会

員

へ
の
申

し
入
れ

だ
が

、

昼
食
会
、
記

者

会

見

な

ど

の
際
、

先
着

者

か
ら
最
前
列

に
着

席

し

て

い
た
だ

き

た

い
。

前
列

は
が

ら

空

き

な

の
に
、
後

か

ら
来

た

人

の
た
め

イ

ス
を
追

加

し
て

い

る
図

は
、
感

心
し
た

も

の
で

は
な

い
。
あ

ま
り

に
日
本
的

な
謙

譲

の
美

徳

は
、
仲
聞

同
志

の
ク

ラ
ブ

な

の
だ

か

ら
願

い
下
げ

に

し
た

い
。

(共
同
通
信
社
常
務
理
事
)

(5)
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左 よリ川合通訳,ア ー メット大臣,

委員長,バ ネルジー駐 日大使

江尻会員

私
が
今

回
H
本
政
府
一

す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
・

て
お
り
ま
す
。
実

は
私
冖

参

っ、
て
お

り
ま
す

、
こ

強

い
印
象
を
受
け
ま
し
・

.
週
間

の
間

に
私
は
大
 

と
く
に
私

が
感

心
い
た

館
に
は
、

日
本

の
り
っ
、

の
姿
も
そ

こ
に
プ

ロ
ジ

イ
デ
ア
に
非
常
な
感
銘

な
お
私

は

こ
の
機
会

の
他
に
お
会

い
し
ま
し

も
い
た

し
て
お
り
ま
す

機
会
を
得

た
の
で
す
。

石
川

(
N
11
K
)

の
話
が
出

た
か
。

答

総

理
大
臣
を
訪

慶
訪
問

で
ご
ざ

い
ま
す

問

い
た

し

ま

し

た

の

は
、

い
わ

ゆ

る

表

り 佐
藤
首
相
と
の
会
見
で
経
済
問
題
な
ど

ご

招

待

に

よ

り

ま

し

て

日
本

を

訪

問

は
、

大

変

う

れ

し

い

こ
と

だ

と

思

ッ

六
年

漁川

一
九

六

四

年

に

冖
度

H
本

レ
一

の
間

の

11
木

の
大

き

な

変

化

に
、

大

変

二
。

今

回

、

11

本

に
ま

い
り

ま

し

 
、
約

の
万

博

を

訪

閤
冖
い
た

し

ま

し

た
が

、

ま

し

た

の

は

、

一.一菱

館

で
す

。

三

菱

ー

な
.威
.長

の
次
孤
と

同

時

に
H
本

の
、将

来

エ
ク

ト

さ

れ

て

い
ま

す

。

私

は

こ

の

ア

う

け

た

次

第

で

す

、

に

、

佐

藤

総

理

大

臣

、

農

林

大

臣

、

そ

た
。

私

は

イ

ン
ド

の
日
印

協

会

の
会

長

、

そ

の

関

係

で

、

多

く

の
友

人

に

あ

う

ゲ
ス
ト

イ

ン

ド

・
ア

ー

メ

ッ
ド
食

糧

農

業

大

臣

農

産

物

の
交

換

を

活

発

に
昭

和

45

年

9

月

18

凵

〔
金

)

帝

国

ホ

テ

ル

(r
ク

ラ

ブ

・
ル

;

ム

)

石
川

(
N
H
K
)

農
林
大
臣
と
は
ど
う

い
う
お
話
を
…
:
,

答

倉
石
農
林
大
臣
と
会

っ
て
、
私
が
印
象
を
う
け
ま
し
た

の
は
、
目
本

の
農
業
改
良
計
画
で
し
た
。
イ
ン
ド
で
も
農
業
改

良
計
画
は
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
の
場
合
は
残
念
な
が
ら
研
究

さ
れ
た
も

の
を
実
際

に
適
用
す
る
面

で
不
足
が
あ
る
と
思

い
ま

す
。
そ
れ
で
農
林
大
臣
と
会

い
ま
し
た
時
に
、
実
績
農
場
、
パ

で

ロ
ッ
ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
イ
ン
ド
に
は
じ
め
る
と
い
う

こ
と

の
可
能
性
に

つ
い
て
日
本

の
技
術
協
力
を
え
た
い
と
申
し
上
げ

た
わ
け
で
す
。

こ
れ
に
対

し
て
農
林
大
臣
は
非
常
に
協
調
的

な

意

見

で
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
特
に
日
本
と
イ
ン
ド
と

の
問

で
農
産
物

の
交

防
を
も

り
と
ふ
や
す
と
い
う
事
に

つ
い
て
も
話
し
合

い
ま

し

た
。質

問

(朝

日
)

凵
本
は
現
在
、
米
が
豊
作
で
余

っ
て

い
ま

す
が
、
凵
本

の
米
を
イ
ン
ド
が
と
り
入
れ
る
と
い
う
よ
う
な
話

し
台

い
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。

答

目
本

の
余
剰
米
の
こ
と
に

つ
い
て
大
臣
か
ら
話
し
が
あ

り
衷
し
た
。

し
か
し
イ
ン
ド
も
、
緑

の
革
命
と
申
し
ま
し
て
、

品
種

の
改
良

と
か
肥
料

の
投
入
と
か

で
さ

い
わ
い
食
料

に
関
す

る
浪
り
、
と
く

に
麦
は
自
給
す
る
態
勢

に
達
し
て
お
り
ま
す
。

米
は
若
干
不
足
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
だ
い
た
い
食
料

の
自

給
は
遠
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は

冖
九
七

}
年

の
末

に
は
お
そ
ら
く
イ
ン
ド
の
食
料

の
不
足
は
解
決
す
る
と
期
待

し

て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
食
料
に
関
す
る
限
り
は
心
配
が
な

く
な
り

つ
つ
あ
る
と
思
う
わ
け
で
す
。

質
問

先
程
イ
ン
ド
と
日
木

の
農
産
物

の
交
換
を
も

っ
と
活

発
に
し
た

い
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
い
う
と
ど
う

い

う
食
料
品
を
口
本
に
希
望
さ
れ

る
の
か
.
ま
た
ど
う

い
う
食
料

品
を
イ
ン
ド
か
ら
輸
出
さ
れ
た
い
の
か
。

答

イ

ン
ド
か
ら
は
お
茶
、
煙
・草
、
砂
糖
.
果
物
、
斬

に

マ

(6)
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私
は
日
本
詑
音
ク
ラ
ブ

の
招
待
を
非
常

に
嬉
し

く

思

い
ま

す
。
私
は
こ
の
機
会
に
口
本

の
国
民
に

ベ
ト
ナ
ム
民
族
の
非
常

な
苦

し
み
を
記
者

の
皆
さ
ん
を
通
じ
て
日
本
国
民
に
知
ら
せ
て

も

ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム

の
問
題
は
μ
本
の
皆
さ

ん
も
、
非
常
に
よ
く
知

り
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
ば
皆
さ
ん
は
.
第

二
次
.大
戦
の
苦
し
い
経
験
を
う
け
て
き
た

か
ら
で
す
.
で
す
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
国
民

の
苦

し
み
は
皆
さ
ん

よ
く
わ
か
る
と
思

い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
国
民

は
、

こ
こ
三
十
何

ゲ
ス
ト

南

ベ

ト

ナ

ム

チ

ェ
ン

・
ミ

ン
師

ベ

ト

ナ

ム
平

和

の

た

め

に

i

日

本

国

民

の

理

解

と

協

力

を
1

昭

和

45
年

憩
刀

2
口

(
金

)

朮
叩
旧国
ホ

テ
ル

(
ク
ラ

ブ

・
ル
ー
ム
)

ン
ゴ
,
バ
ナ
ナ
、

ニ
ラ
、

こ
う

い

り
た
も

の
、
オ
イ
ル
ケ
ー
キ

(
植
物
油

の
園
型
物
)
こ
れ
ら
を
輸
出

し
た
い
。
11
本
か
ら
の

輸
隅
は
、
農
林
大
臣

の
話
で
は
米
だ
け
だ
と
伺

つ
て

お

り
ま

す
.
麦
は
H
本

も
足
り
な

い
か
ら
。

平
野

(読
売
新
聞
)

イ
ン
ド
の
日
印
ぼ協
会
の

会

長

と

し

て
、
今
後

の
で

ン
ド
と
日
本

の
政
治
的
脇
力

の
方
向
に

つ
い
て

伺

い
た
い
。

答

私
は

一
九
六
八
年
以
来
協
会
の
会
長
を

い
た
し
て
お
り

ま
す
が
、

こ
の
問
だ
ん
だ
ん
と
両
国
の
協

力
と

い
う
も
の
が
単

に
政
府
と
政
府

の
問
だ
け
で
な
く
、
民
間

の
人
々
の
問
に
も
協

力
が
ふ
え
て
い
る
と
感

じ
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
イ
ン
ド
の

民
間
人
が
冂
本

を
訪
問
し
、
ま
た
反
面
日
本

か
ら
も
イ
ン
ド
に

多
く
の
方

々
が

い
か
れ
る
と
い
う
事
実

に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で

す
.
た
だ
何
と

い
り
て
も
大
事
な
こ
と
は
、
平
和
的
な
情
況
で

あ
り
ま
し
て
.
平
和

な
環
境
が
な
け
れ
ば

こ
う

い
う
発
展
は
な

い
わ
け
で
す
.

こ
の
点

わ
れ
わ
れ
日
本
と
イ

ン
ド

の
両
国
が
.平

和
を
尊
ぶ
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
目
的
を

一
つ
に
し
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
核
兵
器
、
原
子
力
兵

器

に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
原

子
力

の
平
和
目
的

の
利
用

に
よ

っ
て
、

人
類

の
幸
福
に
寄
与
す

る
こ
と
を
願

っ
て

い
る
わ
け
で
す
。

(通
訳

網
〈”和
.郎
)

団
m
厂
穿
ロ
象
言

≧

一
>
7
詈
鼠

食
糧
農
業
大
臣
略
歴

ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
卒
業
、

.
九
二
八
年

ア
ッ
サ
ム
州
で
弁

護
上
,

一
九
三

冖
年

イ

ン
ド
国
民
会
議
に
入
日
、
独
立
運
動

に

参
加
、

四
り
年
入
獄
、

五
二
年
上
院
議
員
、

五
七
年

国
連

代

表
、
ア

ッ
サ
ム
州
財

政
大
臣
、
六
六
年
水
力

灌
漑
大
臣
、
教
育

大
臣
.
工
業
開
発
大

臣
を
経
て
現
職
.
六
十

五
歳
。

年

の
問
に
H
本

の
災
害

の
十
倍

の
災
害

を
う
け
て
き
た
わ
け

で

す
。
国
連
事
務
総
長

の
ウ

・
タ
ン
ト
さ
ん
も

「人
類

の
歴
史

の

上

か
ら
み
て
、
ま
た
、
良
心
の
上
か
ら
み
て
、

ベ
ト
ナ
ム
の
戦

争
ほ
ど
汚
な
い
戦
争
、
非
常
に
残
虐
な
戦
争
は
な

い
だ
ろ
う
」

と

い

つ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
実
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
ま
た
は
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
は

も

っ
と
も
残
虐

の
限
り
を

つ
く
し
た
戦
争

で
す
。
こ
の
戦
争
に

よ

つ
て
、
イ
ン
ド

シ
ナ
人
民
の
犠
牲
は
何
百
万
、
何
千
万
に
の

ぼ
り
、
家
は
全
部
焼

か
れ
、
農
村

の
農
業

は
破
壊
さ
れ
て
い
ま

す
。
も

り
と
も
悲

し
い
こ
と
は
こ
の
戦
争

に
よ

っ
て
東
洋
的
な

文
明
、
と
く
に
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド

シ
ナ
文
明
が
破
壊
さ
れ
た

こ
と
で
す
。

こ
の
戦
争

は
国
際
的
な
争

い
で
、

ア
ジ
ア
の
安
全

に
も
、
世
界

の
安
全

に
も
非
常

に
危
険

な
戦
争

で
す
。

西
側
の
新
聞

の
統
計

に
よ
る
と
、

ベ
ト
ナ
ム
南
北

の
両
方

で

う
け
た
爆
弾
は

冖
九
七
〇
年
ま
で
で

】
千
万
ト

ン
以
上
に
な

っ

て
い
る
。
こ
の
爆
弾
に
よ
る
南
北
ベ
ト
ナ

ム
の
破
壊
は
広
島
原

子
爆
弾
よ
り
何
百
倍
も
破
か
い
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
破
壊
を
う

け
た
ベ
ト
ナ
ム
国
民

の
入
五
%
以
上

は
仏
教
信
者
で
あ
る
。

こ

れ
を
見
て
も
私
た
ち
ベ
ト
ナ
ム
国
民
が
、
戦
争
を

早

く

中

止

し
、
平
和
を
樹
立

し
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
が
よ
く
お
わ
か
り

だ
ろ
う
と
思
う
。

仏
教
と
い
う
も

の
は
、
人
類

は
お
互

い
に
愛
す
る
と
、
そ
の

原
則
で
全
世
界

に
伝
道

し
て
き
た
。
仏
教

は
三
千
年

の
歴
史
を

経

て
お
り
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、

ア
ジ

ア
全
体

で
六
億

の
欝
者
を
も

っ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
仏
教
は
、
伝
道

の
た
め
に
戦
争
を
起

こ

し
た
こ
と
は
歴
史

の
中

で

一
回
も
な

い
。
仏
教

の
精
神
は
、
ど

こ
の
国
と
も
融
和

で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ

っ
て
仏
教

は
、

国
家

の
文
明
、
文
化

と
混
合
し
て
し
ま

っ
た
。
仏
教
に
は
日
本

仏
教
、
セ
イ

ロ
ン
仏
教
、
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
と

い
ろ
い
ろ
ち
が

っ

て
い
る
が
、

こ
う
し
た
こ
と
は
仏
教
が
民
族

の
文
化
と
対
立
し

(7)



昭和45年11月10日 第9号

左 よ リチ ャ ン ・バ ン ・ ドン上 院 議 員,チ ク ・チ ェ ン

・ミ ン 師 ,7ア ンク ァ ン ・ミ ン ・通 訳,前 田 事 務 局 長

な
い
か
ら
起

こ
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

凵
本

の
文
化

は
、
口

本

の
仏
教

と
区
別
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う

と
思

う
。
な
ぜ
な
ら
ば
日
本

の
仏
教
は
目
本

の
民
族

の
性
質
を
も

っ

て
お
り
、
仏
教
と
口
本
民
族

の
文
化

は
わ
け
ら
れ
な

い
だ
ろ
う

エ

ン

ゆ

■
刀

.レ

』
.

.
7
7
7
鹽

ベ
ト
ナ
ム
仏
教

の
歴
史
と
、

ベ
ト
ナ
ム
民
族

の
歴
史

は
区
別

で
き
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ

っ
て
仏
教

は
、

い
つ
ま
で
も
民

族

の
中

で
生
き
て
い
る
の
で
す
、

ベ
ト
+
ム
仏
教
信
者

と
し
て

私
は
ベ
ト
ナ
ム
の
仏
教
を
保
持

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
同
時

に
私

た
ち
は
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
も
保
持

し
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
。
私
た
ち
仏
教
徒
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
信
仰
的
、
ま
た
公
平
な

社
会

の
建
設
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
方
向

に
よ

っ
て
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
た
ち
は
、

ベ
ト
ナ
ム
函
家
の
非
常
な

苦

し
み
と
破
壊
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
社
会

は
非

常

に
悪

化
し
て
き
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
情
勢
は
帝
国
主
義

に

よ

っ
て

ベ
ト
ナ
ム
民
族

に
災
害
を
も
た
ら
し
て
き
て
い
る
。

ベ

ト
ナ
ム
戦
争
は
、
非
常
に
複
雑

な
状
態
で
あ
る
。

一
方

で

は
民

族
解
放

の
戦

い
を
、
国
際
主
義

の
争

い
に
か
え
て
し
ま

っ
た
。

国
家
主
義
と
国
際
主
義

の
境
界
線
を
ど

こ
ま
で
区
別

で
き

る
だ

ろ
う
。

し
か
し
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

は
、
ど
ん
な
誠
実
さ
を
も

っ
て

し
て
も
、
ど
ん
な
名
目
、
目
的
を
も

っ
て
し
て
も
、

ベ
ト

ナ
ム

民
族

の
平
和
、
国
家
、
祉
会

の
不
公
平
を
克
.服
す
る
こ
と

は
で

き
な

い
だ
ろ
う
。
ベ
ト
ナ
ム
の
社
会
は
安
全
と
平
和
が
も

た
ら

さ
れ
な

い
原
因
は
、
。ヘ
ト
ナ
ム
の
社
会
が
独
裁
的
で
公
.平

の
な

い
社
会

だ
か
ら
で
あ
る
。

い
ろ

い
ろ
な
矛
屑
と
不
公
平

の
あ

る

社
会
は
破
壊

の
原
閃
で
あ
り
、
直
接

の
戦
争
の
原

因

で

も

あ

る
。
そ

こ
で
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒

は
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会

の
公
平

と

民
衆
運
動

の
た
め
に
立
ち
上
が

っ
て
来
た
。
し
か
し
ベ
ト

ナ
ム

仏
教
徒

の
運
動
は
、
非
常
に
む
ず

か
し

い
し
、

妨

害

も

あ

っ

た
。
そ

の
運
動
の
た
め
に
、

ベ
ト
ナ

ム
仏
教
の
信
者
数
千

人
が

現
在
は
刑
務
所
で
生
活
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
、

仏

教

の
運
動

の
目
的
は
非
常

に
正
し
い
と
確
信
し
、
そ
の
目
的

は

ア
ジ

ア
と
ベ
ト
ナ
ム
の
平
和

に
対
し
て
も
貢
献
で
き

る
だ

ろ
う

と
確
信

し
て
き
た
。

ベ
ト

ナ
ム
仏
教
は
ベ
ト
ナ

ム
民
族

の
も
の
で
あ
り
、

ベ
ト
ナ

ム
の
国
民

の
願
望
は
ベ
ト
ナ

ム
の
平
和

で
あ
る
。
ベ
ト
ナ

ム
仏

教
信
者

は
ベ
ト
ナ
ム
祉
会

の
矛
盾
を
克
服
す
る
道
を
さ
が

し
て

い
る
。

と
く
に
ベ
ト
ナ
ム
民
族

の
矛
盾
と
対
立
の
解
決

に
、

若

者
が
参

加
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
れ
に
よ

っ
て
現
在

の
残

虚

な
戦
争

を
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒

の
方

法
は
、

資
本
主
義
や
共
産
主
義

の
解
決

の
道
と
は
違

っ
て
く

る

だ
ろ
う
。

現
在

の
ベ
ト
ナ
ム
戦
局
は
非
常

に
苦
し
く
恐
ろ
し
い
段
階

に

き
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
だ
れ
で
も
軍
の
カ
で
解
決
す

る

こ
と
は

で
き
な
い
と
信
じ
て
き
た
。

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
も
そ

の

点
は
認
め
て

い
る
。
結
局
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
は
、
政
治
的
方
法
、

話
し
合

い
以
外

に
解
決
す
る
道

は
な

い
だ
ろ
う
。
ベ
ト
ナ

ム
仏

教

の
信
者
代

表
と
し
て
私
は
全
世
界

の
平
和
愛
好
者

た
ち
、

口

本
の
国
民

の
皆
さ
ん
、
索
た
は
宗
教

の
指
導
者
た
ち
、
と
く

に

現
在

の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
直
接
、

間
接

に
責
任
を
も

っ
て
い
る

入
た
ち

に
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
な

る
べ
く
早
く
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

を

中
止
し
て
も
ら

い
た
い
と
よ
び

か
け
た
い
。
日
本
の
仏
教
信
者

は
私
た
ち
と
団
結
し
て
、
ベ
ト

ナ
ム
の
国
民
を
苦
し
み
か
ら
何

と
か
助
け
出

し
て
ほ
し
い
。
記
者

の
皆
さ
ん
を
通
じ
て
私
た
ち

の
話
す

こ
と
を
日
本
の
国
民

に
知

ら
せ
て
下
さ

い
。

豊
倉
好
文

(
日
経
)

た
だ
今

の
お
話
で
は
政
治
的
な
話
合

い
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
解
決
す

る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
が
、
現

在
進
行
中

の
パ
リ
和
平
会
談
を
ど
う
評
価
し
て
お

ら

れ

る

の

か
、
ま

た
ど
う

い
う
テ
ー
ブ

ル
の
場
が
の
ぞ
ま
し
い
と
考

え
る

の
か
お
伺

い
し
た
い
。

答

パ
リ
会
談
を
開

い
て
か
ら
二
年
近
く
た

っ
た
が
、

ベ
ト

ナ
ム
仏
教
信
者

は
、
パ
リ
会
談
始
ま

っ
て
以
来
今
日
ま
で
毎
目

毎
日
パ

リ
に
む
か

っ
て
、
で
き

る
だ
け
早
く
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和

が
も
ど

っ
て
く
る
よ
う
に
と
お
祈

り
し
て
い
集
す
。
し
か
し
パ

リ
会
談

だ
け
で
は
ベ
ト
ナ
ム
の
問
題
は
解
決
で
き
な

い
だ
ろ
う

と
考

え
ま
す
。
け
れ
ど
も
パ
リ
会
談

の
場
所
は
、
お
互

い
に
意

見
を
述

べ
る
、
お
互
に
考
え
て
る
こ
と
を
出
す
、
そ
の
非
常

に

い
い
機
会
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

豊
倉

パ
リ
会
談
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
い
う
の
な
ら
、
ど
う

い
う
話

し
合

い
の
機
会
を
持

つ
べ
き
だ
と
考
え
る
の
か
。

答

パ
リ
会
談
だ
け
で
は
満
足

で
き
な

い
し
、
パ
リ
会
談
だ

け
で
は
解
決

で
き
な
い
と
い
う
原
則
は
も

っ
て
い
ま
す
。
け
れ

(8)
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ど
も
ど

こ
の
場
所
で
話
し
あ
う

か
と

い
え
ば
、
そ
れ
は
今

の
四

者
会
談

の
席

だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

松
本
寛

(
フ
ジ
テ
レ
ビ
)

現
在

の
チ
ュ
ー
政
権

の
も

と
で

も
北
側

と
仲
直
り
が
で
き
る
と

お
考
え
か
ど
う
か
。
ま

た
来
年

の
大
統
領
選
挙
に
、
ズ
ォ
ン

・
バ
ン

ニ
、、
ン
将
軍
が
出

馬
す
る

と
い
う
話
が
あ

っ
た
と
聞
く
が
、

そ

の
揚
合
、
ア
ン
ク

ア

ン
寺

派
と
し
て
は
ど
う
い
う
態
度
を
と
る

の
か
。

答

ベ
ト
ナ
ム
問
題
の
解
決

は
全
体
の
問
題
で
あ

っ
て
個
人

の
問
題

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
第

二
の
質
悶
の

一
九

七

一
年

の
大
統

領
選
挙
に
お
け
る
仏
教
徒

の
態
度
は
、
ま
だ
時
期
が
早

す
ぎ
る

の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
.
け

れ
ど
も
仏
教
徒
と
し

て
は
、

一
つ
は
ベ
ト
ナ
ム
民
族
の
た
め

に
働
く
、
第
二
は
ベ
ト

ナ
ム
戦

争
を
早
く
解
決
す
る
、
第
三
に

ベ
ト
ナ
ム
国
民
が
非
常

に
信
頼

で
き

る
、
と

い
う
こ
の
三
つ
が
で
き
れ
ば
だ
れ
で
も
支
持

し
ま

す
。金

井
菩

一

(
朝
目
一7ー
レ
ビ

ニ
ュ
ー

ス
)

ベ
ト
ナ
ム
民
族
解

放
戦
線

に

つ
い
て
の
仏
教
徒

の
評
価
、
態
度
に
つ
い
て
…
…
。

答

仏
教
徒

の
南
民
族
解
放
戦
線

に
対
す
る
考

え

方

で

す

が
、
現
在
、
彼
ら
が
武
器
を
も

っ
て
戦
う
の
に
は
反
対

で
す
。

だ
が
都
市

に
住
ん
で
る
人
に
は
、
農
村

の
民
族
解
放
戦
線

の
こ

と
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
.
た
だ
彼

ら
が
武
器
を
も

っ
て
向

か

っ・

て
い
る

の
は

こ
ち
ら
に
対
し
て
で
す
。

前
田

(
事
務
局
)

で
は
敵
と

し
て
考
え
て
い
る
の
か
。

答

仏
教

信
者
は
、
解
放
戰
線

に
対
し
て
敵
か
味
方

か
と

い

う
考
え
方
は

し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
仏
教
は
は
じ
め
話

し
た
よ

う
に
お
互

い
に
愛
す
る
精
神
を
も

っ
て
い
る
か
ら
だ
。
仏
教
徒

は
、
政
治
勢
力

の
ど
ち
ら
に
も
入

ら
な

い
。
だ
か
ら
敵

か
敵

で

な

い
か
、

と
仏
教
徒
は
考
え
な

い
。

岩
村

(
日
経
)

最
近
の
パ
リ
会
談
で
南
ベ
ト
ナ
ム
民
族
解

放
戦
線

の
ビ

ン
代
表
が
、
来
年
六
月
末
ま
で
に
、
米
軍
が

撤
退

す
れ
ば
、

べ
ト
ナ
ム
問
題
は
解
決

す
る
と
、
い
い
ま
し

た
が
、

そ
れ

に
対
す

る
考
え
方

と
、
も
う

冖
つ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
駐
留

し
て
る
米

軍
の
撤
退
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

答

あ

ち
ら
の
提
案
は
.
ま

だ
具
体
的
に
検
討
し
て

い
な

い

の
で
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
第

二
点

は
軍
事
的
な
問
題
で
す
.
米

軍
撤
退

に
よ

っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
す
ぐ
平
和
が
も
ど
る
な
ら
よ

い
が

、
撤
退
し
て
も
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
が
も
ど
る
か
ど

う
か
わ

か
ら

な

い
。

だ
か
ら
撤
退
問
題
と

は
別
に
.
政
治
的
な
解
決
を

し
て
も
ら

い
た

い
。

官
冒
崎
貞
夫

(毎
“
放
送
)

北

ベ
ト
ナ
ム
の
仏
[教
m団
体

と
連

絡
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

か
。

答

全
然
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問

世
界
宗
教
平
翔
会
議

の

 
力
刀
も
前
に
来
目

さ
れ
た

の
は

P

答

一
九
六
六
年
手
榴
弾

で
け
が
を
し
た
が
、
気
候

の
詐

わ

リ
目
な
ど

に
痛
む
の
で
口
本

で
治
療
す

る
た
め
に
会
議

の

一
カ

月
前

に
来

口
し
た
わ
け
で
す
。

質

問

(
日
経
)

仏
教
徒

は
宗
教
を

ひ
ろ
め
る
た
め

に
戦
争

を
し
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
た
が
、
私

の
感
弖

.・
は
、
仏
教

が
他

の
宗
数

に
く
ら
べ
て
余
り
政
治

に
関
与
し
な
か

d.
た

こ
と

が

「

つ
の
原
因
だ
と
思
う
。
卒
直

に
聞
き
た

い
が
、
今
ベ
ト
ナ

ム
の

仏
教
徒
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
と

い
う
政
治
に
〃

ッ
チ

し
て

い
る

こ
と
は
、
望
ま
し
い
こ
と
と
思

っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
そ

れ
と
も

こ
う

い
う
こ
と
に
は
た
ず

さ
わ
り
た
く
な
い
が
、

今

の

ベ
ト
ナ

ム
の
苦
し
い
状
態
を
み
る
に
み
か
ね
て
や
ら
ざ

る
を
得

な

い
の
か
ど
う
か
。
第
二
は
、
仏
教
徒

と
し
て
イ
ス
ラ

エ
ル
と

ア
ラ
ブ

の
中
近
東
の
紛
争
に

つ
い
て
ど
う
い
う
感
情
を
も

っ
て

お
ら
れ

る
の
か
。

答

第

一
の
点
は
仏
教
徒
は
政

治
活
動
は
し
た
く
な

い
。
仏

教

の
坊

さ
ん
は
政
治
参
加
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在

寿

司

(
な
か
田
)

洋

食

そ

の
ほ
か
、

こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
○
○
円

よ
り

一

王
○
○
円

よ
り

緊
急

の
揚
合
は

ル
ー
ム

・
サ
ー
ビ

ス
を
う
け

る

ま

で

の
仏
教
徒
の
運
動
は
、
た
と
え
ば
火
事

の
家

の
中
に
す
ん

で
い
る
か
ら
外

へ
向
か

っ
て
生
命
が
あ
ぶ
な

い
と
よ
び
か
け
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
だ
か
ら
政
治
活
動
で
は
な

い
。
何
と

か
助

け

て
く
れ
と
よ
び
か
け
る
の
は
、
政
治
で
は
な

い
、
政
治

は
お
坊

さ
ん
の
や
る
こ
と
で
は
な

い
.
仏
教
の
信
瓢臼
は
、
参
加

づ

る
カ
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
仏
教

の
僧
侶
は
参
加
し
た
く

な

い
.
仏
陀
が
禁
止
し
て

い
ま
す
.

第

二
点

は
、
非
常
に
残
へ,心な
問
題
で
す
。
し
か
し
現
在

は
ア

ラ
ブ
難
民
は
生
活
で
き
な

い
の
で
国
連
や
黛
世
界

の
責
任
で
救

済

す

る
の
が
い
い
の
じ
ゃ
な

い
か
と
考

え
ま
す
。

(.旭
訳

ノ
一,・
ソ
・
ク
”
γ
●
ミ
γ
..

弓
ピ

0
7

咽
試
㊦
5

冨
ぎ

ぎ

師

略

歴

一
九

囚

「
、年

仏

教

大

学

掌

、

四

六
年

八

月

フ

ラ

ン

訊
当

局

か

ら

逮

捕

(
入

獄

四

か
刀

)
、

四

七
年

.
刀

ベ
ト

ミ

ン

の

疑

い
で

逮

捕

(
四

、

五

か
刃

入

獄

)
、

釈

放

後

仏
教

社

会

で

活

躍

し

て

い
た

が

、

」
公

..年

仏

教

徒

と

、コ

・
ジ

ニ

・
ジ

ェ
ム

政

権

が

対

立

し

た

た

め

、

ブ

エ
冫

・
カ

オ

・
キ

内

閣

の
時

、

暗

殺

計

画

に

よ

ッ
て

手

榴

弾

を

脚

に

う

け

、

…
年

以

上

入
院

す

る
、、
六

九

年

三

月

ま

た

逮

捕

さ

れ

重

労

働

十

胤

年

の
刑

を

う

け

た

が

、

十

月

末

仮

釈

放

さ

れ

現

在

に

至

る

。

ア

ン
ク

ア

ン
寺

派

化

導

院

長

で

、

全

因

の

青

年

仏

教

徒

の
指

導

者

.

ク

ラ

ブ

・
ル
ー

ム

で

の

食

事

の

ご
案

内

会

A
冂
な

ど

で
、

あ

ら

か

じ

め
弁

当

、
食

事

な

ど

を

お

申

し

込

み

く

だ

さ

れ

ば

、

つ
ぎ

の
料

金

で

ご

準

備

い
た

し

ま

す

。

(
税

金

,

サ

ー

ビ

ス
料

別

)

和

食

弁

当

(
な

だ

万

)

、

○

○

○

円

よ

り

(9、
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私
が
凵
本
に
参
り
ま
し
た
の
は
今
度
で
三
回
目
で
す
が
、
サ

ル
バ
ド

ル
国
民
を
代
表
し
て
日
本
の
国
民

の
皆
様
に
ご
あ
い
さ

つ
申

し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
私
は
佐
藤
首
相
と

こ
の
記
者
会
見

の
前
に
あ
っ
て

サ
ル
バ
ド
ル
と
日
本

の
関
係
、
と
く

に
経
済
関
係
、
ま
た
教
育

分

野
の
日
本
と
サ

ル
バ
ド
ル
の
関

係
、
ま
た
企

業

の
協

力

に

つ
い
て
話
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
私
は
佐
藤

首

相

に
対

し
、
日
本
が
技
術
分
野
に
お

い
て
サ
ル
バ
ド

ル
が
今
必
要
と
し

て
い
る
援
助
を
与
え
て
下
さ

っ
て
い
る
こ
と
、
工
業
大
学
の
先

生
な
ど
に
対
し
て
援
助
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
.
そ
れ
か

ら
口
本
青
年

海
外
協
力
隊

の
体
育
隊
員

の
人
が
サ

ル
バ
ド
ル
の

体
育

の
教
育
に
あ
た

っ
て
下
さ

っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
お
礼

を
申
し
上
げ

て
参
り
ま
し
た
。
経
済
分
野
に
関

し
て
は
、
日
本

の
投
資
家
が
サ
ル
バ
ド
ル
に
投
資
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
非
常

に
歓
迎
さ
れ
て
お
り
ま
し
ザ丶

サ
ル
バ
ド

ル
の
国

で
も
便
宜
を

は
か
っ
て
お
り
ま
す
。
私

は
日
本
の
投
資
家
が
サ

ル
バ
ド
ル
の

投
資
家
と
協
力
し
て
サ

ル
バ
ド
ル
の
発
展

に
寄
与

し
て
く
れ
る

も

の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
通
じ
て
日
本
と

サ
ル
バ
ド
ル
の
関
係
が

よ
り
緊
密
に
な
る
も

の
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

日
本
と
サ
ル
バ
ド

ル
は
非
常
に
似
て
お
り
ま

し
て
、
た
と
え

ば
人

卩
密
度
も
高
く
、
ー

サ
ル
バ
ド
ル
は
入

口
密
度
が
ア
メ

リ
カ
大
陸
中
で

一
番
高

い
1

自
然
資
源
と

い
う
も
の
に
は
め

ぐ
ま

れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
日
本
と
同
じ

よ
う

に

一
層
サ
ル

バ
ド

ル
の
発
展

の
た

め
に
寄
与
す
る
の
は
人
間

で
あ
り
ま
す
。

そ
う

い
う
意
味
か
ら

も
日
本
が
今
ま
で
通

っ
て
き
た
過
程
と
い

う
も

の
に
興
味
を
も

ち
、
日
本
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
も

そ
う

い

う
方

向
を
と

っ
て
発

展
す
る
こ
と
が

一
番

よ

い
方
法
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
現
在

サ

ル
バ
ド
ル
政
府
が
行

な

っ
て
お
り
ま
す

三

つ
の
改
革
、教
育

上

の
改
革
、農
業
上

の
改

革
、
行
政
上
の
改

革

で
す
が

一
番
重
点

を
お

い
て
い
る
の
は
、
教

育

の
改

革
で
、

こ
れ

は
そ
ろ
そ
ろ
完
成

さ
れ
る
と
こ
ろ
に
来

て
お
り
ま
す
。
農

業
改
革
、
行
政
改
革

と

い
う
も
の
は
、
今
、

は

じ
め
て

い
る
と

い
う

と
こ
ろ
で
す
。

江
尻

(新
閔
協
会
)

教
育
の
改
革
と
は
ど
う

い
う
内
容

の

も

の
か
。

ゲ
ス
ト

エ

ル
サ

ル
バ
ド

ル

サ

ン
チ

ェ
ス
大
』就
樋

目

本

の

援

助

に

感

謝

改

革
・途

上

の

サ

ル
バ
ド

ル

昭

和

45
年

10
月

3
日

(
土

)

帝

国

ホ

テ
ル

(
ク
ラ
ブ

・
ル
ー

ム
)

答

教
育

の
状
態

と

い
う

の
は
、
前
に
先
生
が
本
を
読
み
ま

し
て
、
生
徒
は
そ
れ
を
き

い
て
そ
れ
を
記
億
す

る
と

い
う
の
に

重
点
が
お
か
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
先
生
が
皆

に
話
し
て
生
徒

は
そ
れ
を
き

い
て
お
ぼ
え
る
こ
と
で
し
た
が
、
今
は
お
互
い
に

や
り
と
り
し
て
勉
強
す

る
と

い
う
よ
う
な
状
態
に
な

っ
て
お
り

ま
す
.

教
育
の
目
的
と
申

し
ま
す

の
は
、
青
年
や
子
供

た
ち
を
、
サ

ル
バ
ド
ル
が
今
必
要

と
し
て
い
る
国
民
に
す

る
と

い
う
こ
と
で

す
.
中
等
教
育
と
初
等
教
育

の
分
野
に
お

い
て
、
主
に
改
革
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
と
く

に
中
等
教
育

に
お
き
ま
し
て
は
、
前

は
教
育

の
方
法
は

一
つ
、

つ
ま
り
先
生
が
、
本
を
よ
み
、
生
徒

は
そ
れ
を
き
い
て
覚

え

る
と
い
う
方
法
で
し
た

が
、

今

は

工

業
、
商
業
、
漁
業
、
農
業

、
芸
術
な
ど
多
く

の
分
野
に
分
か
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
等
教
育
を
終
了
し
ま
す
と
、
た
だ
ち
に

生
産

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
サ

ル
バ
ド

ル
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

初
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
前
は
六
年
で
し
た
が
、
今
は
期
間

が
九
年
に
な
り
ま
し

て
、
教
育
は
無
料

で
す
。
十
四
歳

か
ら
十

六
歳
で
教
育
を
終
了

し
、
よ
り
上
の
学
校
に
進

み
た
い
も
の
は

中
等
教
育
の
方

に
進
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
す
べ
て
の
子

供
た
ち
が
、
少
な
く

と
も
初
等
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
学
校
を
人
口
密

度

に
よ

っ
て
各
地

に
建

設
し
ま
し
た
,

ほ
か
の
教
育

の
上

の
変
化
を
申
し
ま
す
と
、

テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
を

活
用
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
サ
ル
バ
ド

ル
の
地
勢

は
テ
レ
ビ
を

活
用
す
る
上
に
非
常

に
有
利

で
、
こ
の
テ

レ
ビ
を
使

っ
て
す
べ

て
の
人
に
勉
強
す

る
機
会
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
方
法

を
も

っ

て
先
生
た
ち
の
教
育

と

い
う
の
を
補
足
し
て
お
り
ま
す
。

質
聞

中
米
共
同
市
場

の
見
通
し
と
隣
国

ホ

ン
デ

ュ
ラ
ス
と
、

の
紛
争
に

つ
い
て
…
…
c

答

で
は
ま
ず
中

米
共
同
市
場
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

( 10 )
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左よ リマヨルガ官房長官,ア ルマン ド・インテ リア
ーノ経済大臣 ,サ ンチェス大統領,岡 本通訳,前 田事

務局長,ハ ウ レギ大使

こ

れ

は

非
常

に

む

ず

か

し

い
複

雑

な
問

題

で

す

が

、

中

米

と

申

し

ま

す

の
は

、

も

と

は

冖
つ

の
国

で
す

。

〈
,
は

た

く

さ

ん

の
国

に

分

れ

て

お

り

ま

す

が

:
・
…

.

将

来

統

合

す

る

と

い

う

理

念

を

も

ち

ま

し

て

、

は

じ

め

、

中

米

共

同

市

場

に

お

い

て
経

済

的

な

統

合

と

い
う

も

の

を

は

か

っ

て

お

り
ま

す

が

、

積

極

的

に

は

政

治

的

に
も

統

へ
日
ナ

る

・こ
い

う

こ

と
を

目

的

と

し

て

お

り

ま
ナ

。

こ

の
中

米

共

同

市

場

は

、

先

の

ホ

冫
デ

ュ
ラ

ス

と

の
悲

劇

的

な

事

件

が

あ

り
虫

し

て
、

一
時

危

機

に
激

し

ま

し

た

が

、

よ

り

適

切

な

方

法

を

も

↓
て

、

こ

の
統

合

を

進

め

て

発

展

に
寄

与

L

な

け

れ

ば

い
け

な

い

と

思

い
ま

す

.

つ
ぎ

に

サ

ル

バ

ド

ル

と
、

ホ

ン
一ア

ユ
ラ

ス

の
紛

争

♂.、
す
い
か
、

ホ

冫
デ

ュ
ラ

ス

に

は

サ

ル
バ

ド

ル

の

国

民

が

た

く

さ

ん

住

ん

で

お

り

ま
す

が

、

ホ

ン
.テ

ユ
ラ

ス

に

お

い
て
農

業

改

革

が

始

め

ら

れ

ま

し

て

、

そ

の
名

口

の
下

に

サ

ル
バ

ド

ψ

の
国

民

を

迫

害

し

、
苦

し

め

、
国

か

ら

逃

げ

出

さ

な

け

れ

ば

冷

ら

な

い

よ

う

な

状

態

に

お

い
た

の

で
す

.

初

め

“

ル

バ

ド

ル

の
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ズ

ム

は

こ

れ
が

大

き

な

紛

争

に
な

る

こ

と

を

お

そ

れ

て

、

こ

の

事

実

に

つ
い

て
知

ら

せ

な

い

で

お

き

、

こ

の
状

勢

を

や

わ

ら

げ

よ

う

と
努

力

い
た

し

ま

し

た

.

ま

た

私

個

入

と

い
た

し

ま

と

㌦
ピ
、
、

ホ

ン
. =

.7

ス

の
大

統

領

と

電

墮

.㌧
話

し
・潔
し

て

、

こ

の

茎

つ
な

こ

こ
が

続

き

ま

す

と
大

き

な

紛

争

に

な
る

の

で

と

め

る

よ

・っ
に

・こ
申

し

た

の

で
す

が

、

彼

等

は

そ

の
「

段

屮ゲ
闇と

ら

ず

ホ

ン
ヂ

ェ
.マ
..
国

民

の

“

ウ

パ
ド

ウ

尺

に
U対
ナ

る
追

出
n
、

口恭
拘仔

は

強

く

な
ーー
.

彼

嫡
寸
が

サ

ル

バ
ド

ル

の
国

境

内

に

逃

げ

こ

ん

で

き

窯

し

た
断

は
、

非

常

に

悲

惨

な

状

態

で

あ

り

よ

し

で
、
、

ま

と

も

に

み

る

こ
と
が

♂.・
き

な

い

よ
う

な

状

態

で

し

た

.

そ

れ

で

わ

が

国

で

は
、

彼

等

の
暴

…悟

に

対

し

て

、

い

か

り

が

わ

き

土

-ー

、

私

共

と

し

て
は

あ

あ

い
う

行

動

を

こ
る

こ

-こ
に

な

,
・.～
の

で
ナ
・.

サ

ル
ベ

ド

ル
」
一ホ

ン
デ
「
畠
ラ

ス

は

兄

弟

の
困

一.丶
す

の

で

、

私

た

ち

は

憎

し

み

を

も

っ
て
彼

等

に

対

抗

し

た

嚢

、
は

な

!
、
て
、

瓧

界

の
人

た

ち

に

人

間

特

有

の
権

利

を

お

か

し

て

は

な

ら

な

い

と

い
う
・
こ
と

を

知

ら

せ

た

い
と

い

う

気

持

も

ご
ざ

い
ま

し

た

。

私

ど

も

は
中
央

ア

メ

ーー

カ

を

;

の
国

と

し

て

考

え

て

い
る

の

で

十

、

ホ

ン
デ

ュ
ラ

ス

の

国

の
中

に

+

ル
バ

ド

ル

の
国

民

が

住

ん

で

い
た

こ
と

は

た

し

か

ば.・
す

が

、

こ
れ

は

侵

略

と

い
う

こ

と

で

は

決

し

て
あ

り

ま

せ

ん

.

サ

ル

パ
ド

ル

は

ホ

ン
デ

ュ
ラ

ス

を

侵

略

ナ

る

国
ヒ

拡

張

宅

義

者

で
は

あ

り

ま

せ

ん

、

あ

の
サ

ル

バ

ド

ル

と

ホ

ン
デ

ェ
ラ

ス

の
紛

争

を

通

じ

、

私

た

ち

は
現

実

的

な

雫

段

を

と

り
ま

し

て
、

現

在

ホ

ン
デ

茜
ラ

ス

か

ら

サ

ル
バ

ド

ル

の

入

た

ち

を

ひ
き

あ

げ

て

お

り

ま

す

..

(
.姐
課

岡
本

κ
た
丁
)

句
置
巴

oo
雪
07
雷

出
o
旨
覃9
民
雷

大
統
領
略
歴

一
九

一
七
年
七
月

生
れ

…
九

三
四
年
～
三
八
年

陸
軍
士
官
学
校

お

願

い

!

映
画
試
写
会

の
際
一、
試
写
舜

を
希
望
さ
れ
て
、実
際
に
試
写
会

に
こ
ら
れ
な
い
方
が
、
最
近
多

く
な

っ
て
参
り
ま
し
た
。
試
写

券

は
先
着
順
に
枚
数
制
限
を
し
て
、
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
点
を
よ
く
お
含
み
の
上
、

お
申
し
こ
み
く

だ
さ

い
。

「
原

爆

記

録

」

映

画

に

銀

賞

日
本
㍊
介
映
画
の

コ
ン
ク
r
ル
で
、

執
し

ロ
シ

マ
・
亰

爆

の
記
録
」
が
加蚣
賞
を
贈

ら
れ
た
。
こ
の
映
画
は
、
さ
き

に
口
本

記
者
ク
ラ
ブ

の
肝
入
り
で
試
写
会
を
も
ち
、

「原

爆
」

の
目
の
八
月
六
目
に
公
開
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
t

た

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
海
外
映
画
普
及
協
会

と
映
像
文

化
制
作
者
連
盟

の
共
催

で
、
毎
年
闇

か
れ
て
お
リ
、
既
に

十
四
回
日
を
迎

え
て
い
る
冫

一一.十
分
以
内

の
英
語
版
映
浦
口

の
中
か
ら
、
日
本

の
海
外

P
R
に
役
立

つ
優
秀
作
品
を
選

ぶ
わ
け
だ
が
、

こ
ん
ど

の
よ
う
に
、
戦
争

や
原
爆

に
直
接

関
係
す
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
選
ば
れ
た
こ
と
に

注
11
し
た
い
、
来
月
中
幻
ま
で
に
、
ロ
本

の
六
大
都
市
で

他

の
入
選
映
画
と
と
も

に
上
映
さ
れ
る
戸
定

で
あ
る
、

( 11 )

.
九
四
王
年

陸
軍
人
学
校

入
学

米
国

閏
o
ユ
ー閉
コ
〔)x
機
甲

学
校
に
学

ぶ

一
九
五
閂
年

在
仏
人
使
館
駐
在
武
官

一
九
五
入
年
～
」ハ
O
.加十

第

一
=
一連
隊
長

-
九
六
U
年

在
米
大

使
館
駐
在
武
官

一
九
な
.
一年
七
月

内

務
大
臣
に
就
任

.
九

六
じ
年

共
和
国
大
統
領
に
就
任
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会

員

総

会

は

+

二
月

十

日

口
本
記
者

ク
ラ
ブ
の
本
年
度
会
員
総
会
を
、
十

二
刀

十
日

(木
)
午
後

四
時

か
ら
帝
国

ホ
テ

ル
本

館

三

階

「
鶴

の
問
」

で
開
催

い
た
し
ま
す

の
で
、
各
社
代
表
ま

た
は
代
表
代

理

の
方
は
ご
予
定
お
き
願

い
ま
す
。

議

事

決
算
報
告

予
算
承
認

凵
本
記
者

ク
ラ
ブ
誕
生

㎜
周
年

に
当

た
り
、
日
本
外
園
特

派
員
協
会

の
会
長
と
し
て
、
お
祝

い
の
.菷
葉
を
お
送
り
で
き

る
こ
と
を
、
た

い

へ
ん
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
そ
の
俐
設

の
年
に
、
明
ら
か
に
大

き
な
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
そ
し
て
外
国
特
派
員
協
会

の
皆

さ
ま
の
同
僚

は
、
貴
ク
ラ
ブ
が
今
後
さ

ら
に
発
展
を
す

る
よ

う
、
祈

っ
て
お
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
、
貴
ク
ラ
ブ
が
今

日
ま
で
、
貴
ク
ラ
ブ
主
催

の
記
者
会
見
を

わ
れ
わ
れ
外
国
人
.記
者

に
も
公
開
す
る
よ
う

配
慮
さ
れ
て
き

た
こ
と
を
.
高
く
評
価

し
て
お
り
ま
す
。

わ

れ
わ
れ
は
、
今
後
と
も
こ
う
し
た
配
慮

が
続
け
ら
れ
る
よ
う

希
望

い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
わ
れ

わ
れ
と
し
て
は
.
外
国
特

派
員
協
会

で
行
な
わ
れ
る
プ

レ
ス

・
ラ
ン
チ
ョ
ン
を
日
本
人

日

本

記

者

ク

ラ

ブ

へ

の

こ
あ

い
さ

っ

役
員
改
選

そ
の
他

創

立

一
周

年
祝

賀

懇

親

会

十
二
月
十

日

(
木

)
午
後
五
時

か
ら

(
約

二
時
間
四
の

予
定
.)
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
創
立
記
念
懇
親
会
を
ク
ラ
ブ

・
ル
ー
ム
で
開
催

い
た
し
ま
す
,
全
会
員

の
出
席
を

お

待
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
万
障

お
く
り
あ
わ
せ
の
L
エ

ご
出
席
く

だ
さ

い
。
会
費

は
不
要

で
す
。

記
骨

に

も

開

放

す

る

と

い
う

従

来

か

ら

の

方

針

を

、

将
来

と

も
守

d.
て

い
く

つ
も

り

で
あ

る

こ

と

を

、

お

約

束

し

ま

す

。

日
本

記
者

ク

ラ

ブ

は

実

に
み

ご

と

な

発

足

を

し

、

口
本

の

新

聞
界

が

必

要

と

し

て

い
た

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
プ

レ

ス

・
ク

ラ

ブ

と

し

て

の
役

割

り

を

、

果

た

し

つ

つ

あ

り

ま

す

.

日

本

の

ニ

ュ
ー

ス
を

カ

バ

ー

す

る

た

め

に
当

地

に

駐

在

し

て

い

る

わ

れ

わ

れ

外

冖国

の

報

道

閑

係
者

は
、

わ

れ

わ

れ

の
口取
も

重

要

な

情

報

の
多

く

が

、

わ

れ

わ

れ

の
同
僚

、

す

な

わ

ち

口
本

の
新

聞

記
者

か

ら
得

ら

れ

る

こ
と

を
、

知

り

て

お

り

ま
す

。

わ

れ

わ
れ

は

、

わ

れ

わ

れ

と

口

本

記
者

ヶ

ラ

ブ

と

の
社

会

的

、

職

叢

的

関

係

を

、

今

後

よ

り

い

っ
そ

う

密

に

し

て

い

き

た

い

と

、

希

望

し

て

お

り

ま

す

..

も

う

一
度

、

誕

生

11

お

め
で

と

う

ご

ざ

い
裳

す

.

日
本
外
圓
特
派

員
協
会
会
長

ジ

ョ

ン

・

リ

ツ

チ

館

「
孔

穫

の
間

一
)

正

午

～

午

後

2
時

第

13

回

企

画

委

員

会

(
ク

 

ラ

ブ

・
ル
ー

ム
)

11

日

(
水

)

午

後

3

時

30
分

～

5

時

30

分

ド

イ

ツ

レ
ー

ベ

ン

シ

ュ
タ
イ

ン
教

授

講

演

会

(

〃

)

一

17

日

(
火

)

午

前

9
時

30
分

～

10
時

15

分

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

一
コ

リ
ー
首
相
記
者
会
見

(

〃

)

一

十

二
月

の
行
事

10
日

(
木
)
午
後

4
時
～
5
時

会
員
総
会

帝
国
ホ
テ
ル

「鶴

の
問
」

午
後
5
時
～
7
時

創
立

一
周
年
祝
賀
懇
親
会

(
ク
ラ
ブ

・
ル
ー
ム
)

マ
カ
リ
委

杢

・
費

寛

書

霪

-
一

十

一
月

の
行
事

2
日

(
月
)
午

後
1
時
、
2
時
30
分
、

3
時

50
分

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
記
録
映
画

「燃

え
る
戦
線
」
試

写
会

松
竹
映
配
試
写
室

午
後

3
時
30
分
～
5
時

30
分

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ
論
説
主
幹

オ
ー
ク
ス
氏
懇
談
茶

A
劃
(
ク
ラ
ブ

・
ル
ー

ム
)

6
日

(
金
)
午
後

4
時

第
12
回
理
事
会

(

〃

)

.

9
日

(
月
)
午
前

10
時
～
10
時

30
分

キ
プ

ロ
ス
大
統
領

年
末

年
始

の
休
業
の
お
知

ら
せ

ク
ラ
ブ

・
ル
ー
ム
は
年
内

は
十

二
月

二
十
八
日

(
月
)

ま
で
鴫丶

二
十
九
日

(
火
)

か
ら

一
月

四
日

(
月
)

ま

で
閉
室

い
た
し
ま
す
。
新
年

は

一
月
五
日

(
火
)

疋

午

か
ら
開
室
.い
た
し
ま
す

の
で
ご
利

用
く
だ
さ

い
。

(12)


